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・ 11月30日に発表されたユーロ圏の消費者物価の11月速報値は、前年比＋1.0％と前月（同＋0.7％）

から上昇率が加速。内訳は、過去数ヶ月のヘッドライン計数を下押ししてきたエネルギー価格が

同▲3.2％と前月（同▲3.1％）並みの下落率を記録した一方で、変動の大きい食料・たばこ・ア

ルコール飲料・エネルギーを除いたコア物価が同＋1.3％（前月は同＋1.1％）と今年４月以来の

水準に加速、食料・たばこ・アルコール飲料も同＋2.0％と前月（同＋1.5％）から加速した。 

・ コア物価の細かい内訳は12月18日の確報で公表される。今月はエネルギーを除く工業製品が同＋

0.4％（同＋0.3％）と小幅加速したことに加え、サービス価格が同＋1.9％（同＋1.5％）と大幅

に加速し、コア物価を押し上げた。コア物価のリバウンドの一部は、前年同月の上昇率が弱めだ

ったことによる反動増と、ドイツで変動の大きいパッケージ旅行価格の統計捕捉手法が変更され

て以降の下押し圧力が剥落してきたことによるものと思われる。ただ、既報の国別統計によれば、

ドイツ以外の国でもヘッドラインやコア計数の上昇率が加速傾向にある。５年先５年物スワップ

金利から計算した期待インフレ率が1.2％前後で低迷するなど、物価を取り巻く環境は引き続き

楽観できないが、コア物価にも僅かながら底打ちの兆しが広がってきた可能性がある。 

 

 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏：コア消費者物価（前年比）

注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く 注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2018 2019 2019
4Q 1Q 2Q 3Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

消費者物価 （前期比） 0.3 0.0 0.5 0.2 0.2 0.1 0.3 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2

（前年比） 1.9 1.4 1.4 1.0 1.5 1.4 1.7 1.2 1.3 1.0 1.0 0.8 0.7 1.0
コア消費者物価 （前年比） 1.0 1.0 1.1 0.9 1.0 0.8 1.3 0.8 1.1 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3
食料/アルコール/たばこ（前年比） 2.0 2.0 1.5 1.8 2.3 1.8 1.5 1.5 1.6 1.9 2.1 1.6 1.5 2.0

食料 （前年比） 1.4 1.5 1.2 1.6 1.8 1.3 1.1 1.1 1.3 1.7 1.9 1.2 1.2 －
アルコール （前年比） 2.5 1.9 1.3 1.0 2.0 1.9 1.3 1.5 1.1 1.1 1.0 0.8 0.8 －
たばこ （前年比） 5.4 4.9 4.1 4.1 5.3 4.5 4.1 4.2 4.1 3.9 4.0 4.2 4.2 －

エネルギー （前年比） 8.4 3.9 3.6 -0.7 3.6 5.3 5.3 3.8 1.7 0.5 -0.6 -1.8 -3.1 -3.2

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：Eurostat


